






は じ め に
　膀胱と尿道で構成される下部尿路に障害がある状態
を下部尿路障害（Lower urinary tract dysfunction： 
LUTD）と呼び，畜尿や排尿に関する種々の下部尿
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下部尿路症状（LUTS）






















ン，イギリスで 18 歳から 70 歳代までの 58,139 人
を対象として行われた EPIC Study では，男性の




40 歳以上の男女 10,096 人を対象とした検討を行っ










































































































































　表 1に示したように LUTD/LUTS を呈する主な
疾患・病態は多彩である．この中で臨床的に頻度の
高い過活動膀胱と前立腺肥大症について詳述する．







体で 12.4％（男性 14.3％，女性 10.8％）で，加齢と
















































































































































































































































（α1 遮断薬），ホスホジエステラーゼ 5 阻害薬
（PDE5 阻害薬），5α還元酵素阻害薬（5ARI），抗ア
ンドロゲン薬，植物製剤，漢方薬などが用いられて







される cGMP により弛緩するが，BPH では NO/
cGMP系が減少し，尿道抵抗を高める原因の 1つと
考えられている．そのため，cGMPの分解酵素であ
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